
寺 院は神社とともに、地域社会のなかで大きな位置
を占めてきました。江戸時代以降に整

備され、檀家の先祖供養と葬祭を行う檀那
寺が身近ですが、檀家を持たず、村のた
めに種々の祈祷をし、神社に接しその
管理運営を行う神宮寺などの「祈願
寺」には、神仏分離により廃寺となっ
たものもありますが、その成立は檀那
寺より古く、平安・鎌倉期の古像や、修

しゅ

正
しょ

会
うえ

に起源する年頭のオコナイなど、地
域の歴史を語る有形無形の文化を伝えると
ころが少なくありません。
　『市史』一巻で触れられたように、市域では「古
寺」というべき寺院の多くは天台宗で、しかも宗祖最澄の
開基とする伝承が広く行われています。もちろんそれは「由
緒」ですが、そこに投影された歴史を考えることは、決し
て無益ではありません。今後の『市史』のなかでも、さま
ざまな角度から光を当てる予定です。

第28回

甲賀の古社と「祈願寺」

歴史文化財課　市史編さん室
　　　　　　　　　（甲南庁舎３階）
 ☎ 86-8075  ℻ 86-8216

購入・問い合わせ

n

最澄開基と
　伝える櫟野
　寺も祈願寺
　の一つ

■『市史』書店で販売中
『市史』は次の書店でも販売しています。

　水口　三宝堂書店〈アヤハプラザ〉
　水口　ハタヤ書店〈平和堂〉
　水口　山川書店〈平和堂〉
　水口　山田書店〈平町〉
　土山　ウエノ〈北土山〉
　甲南　一番館〈アーバンぱる〉
　信楽　谷川書店〈長野〉

　

甲
賀
の
霊
峰
「
飯
道
寺
」
は
、

人
の
心
を
押
さ
え
て
離
さ
な
い

聖
地
で
す
。

　

こ
の
飯
道
山
に
は
、
近
世
、

醍だ
い

醐ご

三さ
ん
ぽ
う
い
ん

宝
院
を
法
頭
と
す
る
全

国
に
十
二
箇
寺
し
か
な
い
当と

う
ざ
ん山

派は

正し
ょ
う

大だ
い

先せ
ん
だ
つ達
寺
院
、
岩
本
院
と

梅
本
院
が
大
き
な
勢
力
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
二
院
は
、
全
国
に
多
く

の
同
行
山
伏
を
か
か
え
、
勧か

ん

進じ
ん

活
動
や
各
地
の
霊
山
の
先
達
を

行
う
な
ど
、
全
国
に
活
動
の
痕

跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

紀
州
熊
野
に
あ
る
本
宮
・
新

宮
・
那
智
の
熊
野
三
山
は
、
平

安
末
期
頃
よ
り
極
楽
往
生
を
求

め
る
上
皇
や
貴
族
た
ち
に
よ
っ

て
「
蟻あ

り

の
熊
野
詣
」
と
称
さ
れ

る
ほ
ど
に
多
く
の
参
詣
を
集
め

ま
す
。

　

そ
の
熊
野
に
は
、
三
山
の
社

堂
の
造
営
や
修
理
を
行
う
た

め
、
浄
財
を
募
る
本
願
と
呼
ば

れ
る
勧
進
元
が
置
か
れ
、
熊
野

本
願
九
ヶ
寺
中
、
熊
野
新
宮
の

本
願
庵
主
と
し
て
頭
角
を
現
し

て
い
く
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
飯

道
寺
梅
本
院
の
先
達
た
ち
で
し

た
。

　

新
宮
庵あ

ん
し
ゅ主

家
に
伝
わ
る
『
熊

野
年
代
記
古
写
』
に
よ
れ
ば
、

天
文
11
年
（
一
五
四
二
）、
水み

ず

本も
と

坊ぼ
う

祐ゆ
う

盛じ
ょ
うが
新
宮
の
鳥
居
を
建

て
た
と
あ
り
、
同
18
年
に
は
祐

盛
は
新
宮
本
願
庵
主
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

続
く
永
禄
年
間
に
は
、
飯
道

寺
梅
本
院
の
行
鎮
が
庵
主
と
な

り
、
梅
本
院
先
達
の
新
宮
庵
主

入
り
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、

代
々
新
宮
庵
主
は
梅
本
院
が
世

襲
し
、
行

ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん
春
、
行ぎ

ょ
う
そ
ん尊
、
行ぎ

ょ
う
さ
ん算
、

行ぎ
ょ
う
け家

、
行ぎ

ょ
う
せ
い盛

、
周

し
ゅ
う
じ
ゅ
ん

純
と
16
世
紀

末
期
よ
り
18
世
紀
初
期
の
一
世

紀
半
に
亘
っ
て
新
宮
庵
主
と
し

て
君
臨
し
続
け
る
の
で
す
。

　

熊
野
新
宮
で
の
梅
本
院
の
活

動
の
様
子
は
、
梅
本
家
に
伝
わ

る
『
熊
野
新
宮
本
願
庵
主
文
書
』

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

お
そ
ら
く
熊
野
新
宮
の
本
願

庵
主
は
、
全
国
に
熊
野
信
仰
を

伝
え
る
熊
野
山
伏
や
比び

く

に

丘
尼
た

ち
を
動
か
し
、
熊
野
参
詣
へ
と

導
く
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

飯
道
寺
か
ら
熊
野
の
地
に
赴

い
た
彼
ら
の
足
跡
は
、
飯
道
山

に
鎮
座
す
る
飯
道
神
社
の
祭
神

と
し
て
祭
ら
れ
る
「
速は

や

玉た
ま

男お
の

命み
こ
と」
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

甲
賀
市
史
跡
「
飯
道
神
社
・

飯
道
山
遺
跡
」
に
秘
め
ら
れ
た

歴
史
の
数
々
。
こ
の
大
切
な
歴

史
遺
産
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に

守
り
続
け
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

30

飯道寺山伏と熊野信仰

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課  

調
査
管
理
係
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